身 毒 丸の 父親 は、 住吉 から 出た 田 楽師であった。 けれ 

ども、 今 は 居ない。 身 毒 は をり くその 父親に 訣れた 

時の 容子を 思 ひ 浮べて 見る。 身 毒 は その 時 九つで あつ 

た。 

住吉の 御田 植 神事の 外 は 旅 ま はりで 一 年中の 生計 を 立 

て、 行く 田楽 法師の 子ども は、 よた/^ と 一 人 あるき 

の 出来 出す 頃から、 もう 一 一里 三 里の 遠出 を させられて、 

九つの 年に は、 父親ら の 一行と 大和 を 越えて、 伊賀 伊 

勢 かけて、 田植 能の 興行に 伴 はれた。 信吉 法師と いう 

た 彼の 父 は、 配下に 十五 六 人の 田楽 法師 を 使うて ゐた。 

朝間、 馬な どに 乗らない 時 は、 疲れる と屢 若い 能 芸人 



頭に は、 綜合して 考へ 出した。 唯、 からだ を浄く 保つ 

ことが、 父の 罪滅 しだと いふ 意味で あつたか、 血縁の 

間にし ふねく 根 を 張った この 病 ひ を、 一 代き りに たや 

す 所以 だとい うたの か、 どちらへ でも 朧気な 記憶 は 心 

のま、 に 傾いた。 

身 毒 は、 住吉の 神宮 寺に 附属して ゐる 田楽 法師の 瓜 生 

野と いふ 座に 養 はれた 子方で、 遠 里 小 野の 部領の 家に 

寝起きした。 

この 仲間で は、 十一 二になる と、 用捨な くごし/ \ 髪 

を 剃って、 白い 衣に 腰 衣 を 着けさせられた。 ところが 

身 毒 ひとり は、 此年 十七になる まで、 剃らずに ゐた。 



何も 驚く こと はない。 あれ はわし が 剃った の だ。 た 

つた 一 人、 若衆で 交って ゐ るの も、 目障り だからな 

う。 

身 毒 を 居間に 下らした 後、 事 あり 顔に 師匠の 周り をと 

リ 捲いた 弟子 どもに、 こだ はリ のない 声でから/ \ と 

笑った。 

瓜 生 野の 田楽 能の 一 座 は 逢坂 山 を 越える 時に 初めて 時 

鳥 を 聞いた。 住吉へ 帰る と 間もなく、 盆の 聖霊 会が 来 

た。 源 内 法師 はこれ まで 走り 使 ひに やり 慣れた 神宮 寺 

法 印の 処 へさへ も、 身 毒 を 出す こと を 躊躇した。 そし 

て、 その 起ち居に つけて、 暫く も 看視の 目 を 放さな か 



つた。 

どうも、 うは/ \ してゐ る、 と 師匠の 首 を 傾ける こと 

が 度々 になった。 

田 楽師 はまた 村々 の 念仏 踊りに も迎 へられる。 ちょう 

ど、 七月に 這 入って、 泉 州 石 津の郷 で 盆踊りが とり 行 

はれる ので、 源 内 法師 は 身 毒と、 制吒迦 童子と を 連れ 

て、 一時 あまり かゝ つて 百舌鳥の 耳 原 を 横切って、 石 

津の 道場に 着いた。 其 夜 は 終夜、 月が 明々 と 照って ゐ 

た。 念仏 踊りの 済んだ の は、 かれこれ 子の 上刻で ある。 

呆れて 立って ゐるー 一人 を 急き立て、、 そ、 くさと 家路 

に 就いた。 道 は 薄の 中 を 踏み わけたり、 泥濘 を 飛び越 



えたり した。 三人の 胸に は、 各 別 様の 不安と 不平と が 

あった。 踊り 疲れた 制吒迦 は、 をり く 聞え よがし に 

欠 をす る。 源 内法 師は鑪 でで も 磨って 除け たいば かり 

に、 いら/ \ した 心持ちで、 先頭に 立って ぼくん \ と 

歩く。 久 かたぶりの 今日の 外出 は、 鬱し 切って ゐた身 

毒の 心持ち をのう くさせた。 けれども それ は、 ほん 

の暫 しで、 踊りの 初 まる 前から、 軽い 不安が 始中終 彼 

の 頭 を 掠めて ゐた。 彼 は、 一 丈 も ある 長柄の 花 傘 を 手 

に 支へ て、 音頭 をと つた。 月の 下で 気 狂 ひの 様に 踊る 

男女の 耳に も、 その 迦陵 頻迦の やうな 声が 澄み 徹 つた。 

をり く 見上げる 現ない 目に も、 地蔵 菩薩 さながらの 



姿が 映った。 若い 女 は、 みな 現 身 仏の 足 もとに、 跪き 

たい 様に 思うた。 けれども 身 毒 は、 うつけ た 目 を睜っ 

て、 遥かな 大空から 落ち かゝ つて 来る かと 思 はれる、 

自分の 声に ほれぐ として ゐた。 ある 回想が 彼の 心 を 

ふと 躓かせた。 彼の 耳に は、 ぁリ くと 火の 様な こと 

ばが 聞え る。 彼の 目に は、 まざ，^ と焰と 燃えた つ 女 

の奏が 陽炎うた。 

踊り手 は、 一 様に 手 を 止めて、 音頭の 絶えた の を 訝し 

がって 立って ゐた。 と 切れた 歌 は、 直ちに 続けられた。 

然しながら、 以前の 様な 昂奮が もはや 誰の 上に も 来な 

かった。 身 毒 は、 歌 ひながら 不機嫌な 師匠の 顔 を 予想 



して 慄へ 上って ゐた。 …… あちらこちらの 塚 山で は 寝 

鳥が 時々 鳴いて 三人 を 驚かした。 思 ひ 出した やうに、 

疲れた、 V の、 かひ だるいだ のと 制 吒迦が 独語 をい ふ 外 

に は、 対話 はおろ か、 一 つの ことば も 反響 を 起さな か 

つた。 家へ 帰る と、 三人な がらく づ ほれる 様に、 土間 

の 筵の 上へ、 ベた ぐと 坐り込んだ。 

源 内 法師 は、 身 毒の 襟が み を 把って、 自身の 部屋へ 引 

き摺 つて 行った。 

身 毒 は、 一語 も 上って 来ない ひき 緊 つた 師匠の 脣 から 

出る、 恐し いことば を 予想す るの も堪 へられない。 柱 

一間 を隔 いて 無言で 向 ひあって る 師弟の 上に、 時間 は 



移って 行く。 短い 夜 は、 ほ のん \ あけて、 朝の 光り は 

二人の 膝の 上に 落ちた。 

芸道の ため、 第一 は 御 仏の 為ぢ や。 心 を 断つ 斧 だと 

思へ。 

かう いって、 龍 女 成仏 品と いふ 一巻 を 手渡した。 

さあ、 これ を 血書す るの ぢゃ ぞ。 一 毫も 汚れた 心 を 

起す ではない ぞ。 冥罰 を 忘れな よ。 

身 毒 はこれ までに 覚えの ない 程、 憤りに 胸 を 焦した。 

然し それ は 師匠の 語気に おびき 出された ものに 過ぎな 

い。 心の 裡 では、 師匠の ことば を 否定す る こと は 出来 

なかった。 経文 を 血書して ゐる 筆の 先に も、 どうかす 



四 度 目の 血書 を 恐る/ \ さし 出した ときに、 師匠の 目 

はや はリ 血走って ゐ たが、 心持ち 柔 いだ 表情が 見えて、 

人 を 恨む ぢ やない ぞ。 危ぃ傘 飛びの 場合 を考 へて 見 

ろ。 若し 女の 姿が、 ちょっと でも そちの 目に 浮んだ 

が 最後、 真 倒様 だ。 否で も片 羽に ならねば ならぬ。 

神宮 寺の 道心 達の 修業 も、 こち とらの 修業 も 理はー 

つ だ。 

写経の ことに は 一 言 も 言 ひ 及ばなかった。 そして 部屋 

へ 下って、 一眠りせ いと 命じた。 経文 は 膝の 上に とり 

あげられた。 執着に 堪へ ぬらしい 目 は、 燃えた ち 相な 

血の あと を迪 つた。 



信吉 法師が 韜晦して から、 十 年た つた。 彼 は ある 日、 

ふと 指 を 繰って 見て、 十 年と いふ ことばの 響きに、 心 

の 落ちつく の を 感じた。 信 吉の馳 落ちの 噂 を 耳に した 

とき、 業病の 苦しみに 堪 へきれ なくなって、 海 か 川 か 

へ 身 を 投げた ものと 信じて ゐた。 遠い昔の ことで ある。 

ある 時信吉 法師 は 寂寥と、 やるせな さと を、 この 親身 

な 相弟子に 打ち あけて 聞かした のであった。 源 内 法師 

は 足音 を 盗んで、 身 毒の 部屋の 方へ 歩いて 行った。 

身 毒 は 板敷きに 薄縁 一 枚 敷いて、 経 机に 凭 リかゝ つて、 

了 $不 乱に 筆 を 操って ゐる。 捲り 上げた 二の 腕の 雪の 

やうな 膨らみの 上 を、 血が 二す ぢ 三す ぢ 流れて ゐた。 



源 内 法師 は 居間に 戻った。 その美し い 二の 腕が 胸に 烙 

印した 様に 残った。 その 腕 や、 美しい 顔が、 紫色に う 

だ 腫れた 様 を 思 ひ 浮べ る だけで も 心が 痛む ので ある。 

その どろ/ \ と 蕩けた 毒 血 を 吸 ふ、 自身の 姿が あさま 

しく 目に ちらついた。 彼 は 持 仏堂に 走り込んで、 泣く 

ばかり 大きな 声で、 この 邪念 を 払 はせ たまへ と 祈った。 

五 度 目の 写経 を 見た 彼 は、 もう 叱る 心 も なくなって ゐ 

た。 

程近い 擾津ゃ 粉 浜の 浦で、 漁る 魚に も 時々 の移リ 変り 

はあった。 秋の 末から 冬へ かけて、 遠く 見渡す 岸の 姫 

松の梢が、 海風に 揉まれて 白い 砂地の 上に 波の やうに 



つた。 草 山の 間 を 白い 道が うねって 行く。 荒廃した 海 

道 は、 処々 叢に なって ゐて、 まひ 立つ 土 ぼ こりの なか 

に、 野 檐が血 を 零した やうに 咲いて ゐ たりした。 

小 汗のに じむ 日で ある。 小さな 者ら は、 時々 立ち 止つ 

て、 山の 腰から 泌み 出て ゐる水 を、 手に 受けた めて は 

飲んだ。 さう して 隔 つた 人々 に 追 ひすが る 為に、 顔 を 

まっかに して は、 はしり/ \ した。 

国 見 山 を まへ にして、 大きな 盆地が、 東西に 長く 拡っ 

てゐ た。 可な リな 激湍を 徒渉り して、 山懐に 這 入る と、 

潢 田に 代搔く 男の 唄 や、 牛の 声が、 よそより は、 のん 

びりと 聞え て 来た。 其処 は、 非 御家人の 隠れ里と いつ 



源 内が、 家の あるじに 挨拶に 行った 間 を、 ひろん \ と 

臥て ゐた 人た ちの 中で、 ぼつ、 りと 一人 坐って ゐた、 

彼 を 見 とがめた 一 人が、 どうしたの だと 問うた。 

どうもし ない、 と応 へる ほかに は、 いふべき 語が わか 

ら ない 心地に 漂うて ゐ たので ある。 

がらんと した 家の 中 は、 遠くから 聞え て 来る 人声が さ 

わがしく 聞え た。 子どもら は、 いろんな 聞き も 知らぬ 

唄 を、 あどけない 声で 謡うて ゐる。 身 毒 は、 瓜 生 野の 

家 を 思うた。 しかし 女気の ない 家の 中に、 若い 男 や 中 

年の 男が、 仮に 宿って ゐ ると いふ だけで、 かう した 旅 

の 泊り とちが うた 処 がない の だ、 とい ふ 心持ちが、 胸 



る 様な 声で ある。 

さう だと もく。 師匠のお 話で は、 氷 上で 育てた 弟 

子のう ちに も、 さう いふ 風に、 房 主にな りたい/ \ 

言 ひづめで、 とどのつまりが、 蓮 池へ はまって 死ん 

だ 男が あつたと いふ ぜ。 死神 は、 えて さう いふ 時に 

魅き たが るんだ とい ふよ。 気をつけ なよ。 

又、 一 人の 中年 男が、 つけ 添へ た。 

お ま へら は、 なんともない のかい、 住吉へ 還らんで 

も、 かう して ゐて も、 おんな じ 旅 だもの。 せめて、 

寺 方に 落ちつけば、 しんみりした 心持ちに なれさう 

に 思 ふの ぢ やけれ ど。 



あほうな こと を、 ちんぴらが 言 ふよ。 瓜 生 野が 気に 

入らぬ。 そんな こと、 お まへ が 言 ひ 出したら、 こち 

とら は、 どう すれば よい。 よう、 胸に 手 置いて 考へ 

て 見い、 師匠に は、 子の やうに 可愛がられ るし、 第 

一 もの ご、 ろ もっかん 時分から 居 馴れて るぢ やない 

か。 何 を 不足で、 そんな こと を 言 ひ 出す の だ。 

と 分別く さい 声が 応じた。 

けれどな あ、 かう いふ 風に、 長 道 を 来て、 落ちつい 

て、 心が ゆったり すると ー処 に、 何やら かうた まら 

ん やうな、 もっと 幾日も/ \ぢ つと して ゐ たいとい 

、<? 気力す る 



仄暗い 郷士の 家から、 照リ充 ちた 朝日の 中に 出た。 さ 

うして、 だらく 坂 を 静かに 練って おりた。 制吒迦 は、 

二 丈 あまりの 花 竿を竪 てながら、 師匠の すぐ 後に 従う 

た。 

一行が 遠い 窪 田に 着いた 頃、 ぼつち りと 目 を あいた 身 

毒 は、 すまぬ 事 をした と 思うて 床から 這 ひ 出した。 衣 

装 をつ けて 鞸鼓を 腰に 纏うて ゐた 時、 急に ふら/ \ と 

仰様にの めったの である。 鼻血に 汚れた 頰を 拭うて や 

りながら、 師匠 は、 も暫 らく 寝て 居れと 言うた。 

身 毒 は、 一夜 睡る ことが 出来なかった ので ある。 今の 

間に 見た 夢 は、 昨夜の 続きであった。 



山の 下から さっさら さらさと 解の 音が 揃うて 響いて 来 

た。 鞸 鼓の 音が 続いて 聞え 出した。 身 毒 は、 延び 上つ 

て 見た。 併し 其 辺 は、 山陰に なって ゐ ると 見えて、 其 

らしい 姿 は 見えない。 鞸 鼓の 音が 急に なって 来た。 

身 毒 は 立ち上った。 かう して は ゐられ ない とい ふ 気が 

胸 をつ いて 来たので ある。 

(附言) 

この 話 は、 高 安長 者 伝説から、 宗教 倫理の 方便 風な 分 

子 をと り 去って、 最 原始的な 物語に かへ して 書いた も 

のな のです。 



すなほに 延 して 行く 話し方 を 心得て ゐ ます。 

俊徳 丸と いふの は、 後の 宛て字で、 わたし は やっぱり 

しんとく まるが 正しから うと 思 ひます。 身 毒 丸の、 毒 

の 字 は 濁音で なく、 清音に 読んで 頂きたい と 思 ひます。 

わたし は、 正直、 謡曲の 流よりも、 説教の 流の 方が、 

たと ひ 方便 や 作為が 沢山に 含まれて ゐても 信じたい と 

思 ふ 要素 を 失 はないで ゐ ると 思うて ゐ ます。 但し、 謡 

曲の 弱 法師と いふ 表題 は、 此 物語の 出自を 暗示して ゐ 

る もので、 同時に 日本の 歌舞 演劇 史の 上に、 高 安長 者 

伝説が 投げて くれる 薄明り の 尊 さ を 見せて ゐ ると 考へ 
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